
 

やけど事故 

お茶、みそ汁、カップ麺などでのやけど 

(0 歳～2 歳くらい) 

 

 

電気ケトル、ポット、炊飯器でのやけど 

(0 歳～2 歳くらい) 

 

<注意ポイント> 

1. 子どもの手が届かないように、高温の飲み

物や汁物をテーブルに置くときは中央に置

き、また子どもを抱っこしたまま扱わない

ようにしましょう。 

2. テーブルクロスやランチョンマットは、子

どもが引っ張って、その上の載った容器を

倒す原因になりやすいので使わないように

しましょう。 

 

<注意ポイント> 

1. 電気ケトルなどにつかまり立ちをしたり、コード

を引っ張ったりして倒してしまい、熱湯を浴びて

やけどをすることがあります。 

2. 電気ケトルやポットは倒れても中身がこぼれない

製品を選びましょう。コードも含め子どもの手の

届かない場所に設置しましょう。 

3. 炊飯器から出る蒸気に触れてやけどをすることが

あるので、キッチンのレイアウトを見直し、子ど

もの手の届かない位置に設置しましょう。 

 

 



 

暖房器具や加湿器でのやけど 

(0 歳～2 歳くらい) 

 

 

 

調理器具やアイロンでのやけど 

(0 歳～2 歳くらい) 

 

 

<注意ポイント> 

1. 床に置くタイプの暖房器具は、子どもの手が

届かないよう安全柵などで囲みましょう。 

2. 湯たんぽや電気カーペットなどは、長時間皮

膚が同じ場所に触れて低温やけどをすること

があるので、長時間使用しないようにしまし

ょう。 

3. 加湿器から出る蒸気に触れたり、加湿器を倒

して熱湯を浴びたりしてやけどをすることが

あります。加湿器は転倒しても熱湯がこぼれ

ない製品を選び、使用時は、ベビーゲートを

活用しましょう。 

 

<注意ポイント> 

1. フライパンやなべなどの調理器具は、調理中だ

けでなく調理後も高温のことがあるので、子ど

もに触れさせないようにし、取っ手は奥に向け

ましょう。キッチンにゲートを設置して子ども

がキッチンに入れないようにしましょう。 

2. アイロンやヘアアイロンを使用する際は子ども

を近づけないようにし、使用後はコードを含め

て、子どもの手の届かないところに置き、なる

べく早く片付けましょう。 

 

 



 

ライターや花火でのやけど 

(2 歳～6 歳くらい) 

 

 

<注意ポイント> 

1. 花火をする際は、燃えやすいものがなく、広

くて安全な場所で行い、子どもだけで遊ばせ

ないようにしましょう。説明書をよく読み、

注意事項を必ず守りましょう。 

2. 使い捨てライターによる火災事故防止のた

め、子どもが操作できないような幼児対策(チ

ャイルドレジスタンス)機能が施された、PSC

マーク付きのライターを使用し、子どもの手

の届かないところに保管しましょう。 
 


